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夢
だ
っ
た
日
高
山
脈
国
立
公
園
化

　

2
0
2
0
年
8
月
、
日
高
山
脈
が
国

立
公
園
化
さ
れ
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ

た
。「
日
高
山
脈
襟
裳
国
定
公
園
の
国
立

公
園
化
に
向
け
、
環
境
省
は
国
立
公
園
の

指
定
を
3
年
後
の
2
0
2
3
年
8
月

ご
ろ
を
め
ど
に
作
業
を
進
め
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
通

し
て
環
境
省
案
を
完
成
さ
せ
、
審
議
会
に

諮
問
し
、
官
報
告
示
で
国
立
公
園
の
指
定

と
な
る
」（
日
高
報
知
新
聞
　
2
0
2
0

年
8
月
15
日
記
事
よ
り
）。

　

日
高
山
脈
の
国
立
公
園
化
は
、
私
の
夢

だ
っ
た
が
、
記
事
を
読
ん
だ
と
き
、
喜
ぶ

よ
り
も
不
安
の
方
が
大
き
く
な
っ
た
。
そ

れ
は
日
高
山
脈
国
立
公
園
化
を
北
海
道
庁

が
阻
ん
で
き
た
歴
史
が
あ
り
、
と
く
に
日

高
側
に
お
い
て
は
国
立
公
園
化
に
関
し
て

自
治
体
や
住
民
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る

と
も
い
え
ず
、
2
0
1
6
年
の
水
害
で
傷

つ
い
た
日
高
・
十
勝
双
方
の
登
山
道
に
至

る
林
道
が
未
だ
に
復
旧
し
て
い
な
い
状
況

だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

私
の
思
い
と
は
裏
腹
に
、
日
高
山
脈
の

国
立
公
園
化
へ
の
作
業
は
進
ん
で
い
き
、

2
0
2
4
年
夏
に
は
、
日
本
最
大
面
積
と

な
る
山
岳
と
海
洋
の
国
立
公
園
が
誕
生
す

る
。

＊

「
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」。
私
が
事
務
局
長

を
努
め
る
日
高
山
脈
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
設
立

当
時
（
2
0
0
0
年
）
の
私
の
想
い
を
こ

こ
に
書
き
記
し
、
今
後
の
活
動
の
糧
と
し

て
い
き
た
い
。

山
と
の
出
会
い
と
北
海
道
移
住

日
高
山
脈
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
設
立

　

私
は
埼
玉
県
で
生
ま
れ
育
ち
、
子
ど
も

の
頃
か
ら
山
に
親
し
み
、
高
校
で
は
ワ
ン

ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
、
大
学
で
は
探
険
部

に
所
属
し
て
日
本
各
地
の
自
然
環
境
に
親

し
ん
で
き
た
。
大
学
卒
業
後
に
北
海
道
の

農
山
村
で
働
き
た
い
と
思
っ
て
来
道
し
、

札
幌
で
就
職
浪
人
生
活
を
送
っ
た
が
、
縁

あ
っ
て
1
9
9
4
年
に
旧
日
高
町
に
就
職

し
た
。

　

日
高
山
脈
の
懐
で
暮
ら
し
始
め
る
と
、

日
高
山
脈
が
置
か
れ
て
い
る
現
状
を
目
の

当
た
り
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
麓
の
町

は
、
開
拓
期
以
降
、
原
生
林
伐
採
に
よ
る

林
業
振
興
、
電
源
開
発
、
道
路
建
設
に

よ
っ
て
発
展
し
た
が
、
近
年
は
林
業
資
源

の
枯
渇
に
よ
り
林
業
が
衰
退
し
、
急
激
な

人
口
減
少
が
続
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
公
共
的
な
開
発
事
業
が
続
い
て
い
る

こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。
一
方
、
国
定
公

園
と
し
て
は
日
本
最
大
規
模
を
誇
っ
て
い

る
が
、
自
然
の
優
位
性
を
考
え
る
と
国
定

公
園
レ
ベ
ル
の
管
理
で
い
い
の
か
考
え
さ
せ

ら
れ
た
。

　

下
記
は
、
30
歳
当
時
の
私
が
感
じ
た
想

い
を
2
0
0
1
年
の
北
海
道
自
然
保
護

協
会
誌
『
北
海
道
の
自
然
』  

39
号
に
寄
稿

し
た
文
章
「
日
高
山
脈
の
魅
力
と
フ
ァ
ン

ク
ラ
ブ
の
活
動
」
の
一
部
で
あ
る
。
現
在

に
通
じ
る
問
題
が
包
含
さ
れ
て
い
る
の
で
、

国
立
公
園
化
に
あ
た
っ
て
、
こ
こ
に
転
記

す
る
。　

　

日
高
地
方
を
含
め
北
海
道
が
観
光

立
県
と
し
て
「
雄
大
な
自
然
環
境
」
を

売
り
に
し
て
国
内
外
か
ら
観
光
客
を
誘

致
し
て
い
る
が
、
果
た
し
て
山
麓
に
住

む
者
が
日
高
山
脈
の
自
然
に
魅
力
を
感

じ
、
原
始
性
を
残
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

の
か
？
住
民
の
意
識
が
開
発
一
辺
倒
か

ら
変
化
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
そ

れ
は
山
村
の
生
活
が
開
発
事
業
に
依
存

し
て
い
る
こ
と
が
一
因
と
考
え
ら
れ
る
か

ら
だ
。
山
村
の
生
活
基
盤
と
し
て
自
然

七ツ沼カール

日高山脈
国立公園化に思うこと

髙橋　健
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と
共
存
し
な
が
ら
成
り
立
つ
産
業
（
生

業
）
を
育
て
て
い
か
な
い
限
り
、
開
発

問
題
は
解
決
し
な
い
と
考
え
る
。
日
高

山
脈
の
自
然
を
次
世
代
に
引
き
継
い
で

い
く
た
め
に
は
、
住
民
も
登
山
者
も
研

究
者
も
「
市
民
」
と
い
う
共
通
の
立
場

で
学
習
し
、
体
験
し
、
行
動
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
。
そ
の
中
か
ら
自
然
と

共
存
で
き
る
産
業
や
生
活
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
、
日
高
山
脈
フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ
を
立
ち
上
げ
た
。

　

近
年
ま
で
日
本
の
残
さ
れ
た
秘
境
と

呼
ば
れ
て
い
た
日
高
山
脈
は
奥
地
ま
で

開
発
が
進
み
、
さ
ら
に
全
国
的
な
百
名

山
ブ
ー
ム
な
ど
に
よ
り
登
山
者
が
急
増

し
高
山
植
物
の
盗
掘
や
登
山
者
の
排
泄

が
問
題
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
日
高
山
脈
を
ど
う
次
世

代
に
伝
え
て
い
く
の

か
、
日
高
山
脈
の
山

懐
に
住
み
、
山
脈
を

愛
す
る
者
と
し
て
考

え
行
動
す
る
必
要
性

を
痛
感
し
て
い
る
。

そ
こ
で
「
日
高
山
脈

を
愛
す
る
あ
ら
ゆ
る

人
び
と
が
み
ず
か
ら

発
想
し
、
と
も
に
学

び
あ
い
行
動
す
る
市

民
団
体
と
し
て
フ
ァ

ン
ク
ラ
ブ
を
設
立
し

よ
う
！
」
と
、
北
海

道
の
山
メ
ー
リ
ン
グ

リ
ス
ト
や
新
聞
を

通
じ
て
呼
び
か
け
、

2
0
0
0
年
5
月

27
日
に
18
名
の
賛
同

者
を
得
て
設
立
総
会

を
開
催
し
発
足
し

た
。
単
な
る
開
発
に

対
す
る
反
対
運
動
で

は
な
く
、「
日
高
山
脈
を
ど
う
次
世
代
に

引
き
継
ぐ
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
会
員

が
と
も
に
体
験
し
、
考
え
、
学
び
、
行

動
す
る
な
か
か
ら
答
え
を
見
つ
け
出
せ

る
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
日
高
山
脈
を
共
有
す
る
十

勝
・
日
高
の
住
民
が
も
っ
と
関
心
を
持
っ

て
欲
し
い
が
、
急
が
ず
だ
ん
だ
ん
と
広

げ
て
い
け
れ
ば
と
思
う
。
行
政
に
依
存

す
る
こ
と
な
く
「
市
民
」
と
し
て
で
き

る
こ
と
は
何
か
、
住
民
、
登
山
者
、
研

究
者
が
手
を
組
ん
で
活
動
し
て
い
こ
う
。

ま
だ
出
来
た
て
の
若
い
ク
ラ
ブ
。
み
な

さ
ん
も
い
っ
し
ょ
に
活
動
し
よ
う
。

　

二
十
数
年
前
に
私
は
こ
の
よ
う
に
記
し

て
い
た
。

2
0
0
6
年
、
国
立
公
園
化
に
向
け

講
演
会
・
ス
ラ
イ
ド
上
映
を
開
催

　

2
0
0
6
年
5
月
13
日
、「
日
高
町
」

の
道
の
駅
を
会
場
に
日
高
山
脈
フ
ァ
ン
ク

ラ
ブ
の
主
催
で
、
日
高
山
脈
の
国
立
公
園

化
を
目
指
す
講
演
会
＆
ス
ラ
イ
ド
上
映
会

「
日
高
山
脈
の
魅
力
と
国
立
公
園
化
の
可

能
性
」
を
開
催
し
た
。
2
0
0
6
年
1

月
に
、
北
海
道
自
然
保
護
協
会
が
環
境
省

に
国
立
公
園
指
定
の
要
望
書
を
提
出
し
た

の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
案
内
文
に
は
、
こ

の
よ
う
に
記
し
て
い
た
。

「
現
在
、
日
高
山
脈
の
主
要
部
は

10
万
３
千
㌶
に
も
お
よ
ぶ
日
本
最
大
面
積

の
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

環
境
省
に
よ
る
と
、『
国
立
公
園
は

日
本
を
代
表
す
る
、
特
に
す
ば
ら
し

い
自
然
の
風
景
地
を
有
す
る
地
域
に

対
し
、
国
定
公
園
は
国
立
公
園
に
は

及
ば
な
い
各
地
方
を
代
表
す
る
美
し

い
自
然
を
有
す
る
地
域
で
、
面
積
は

一
般
的
に
国
立
公
園
の
方
が
大
き
い
。

公
園
管
理
は
、
国
立
公
園
で
は
環
境

省
職
員
が
、
国
定
公
園
で
は
各
都
道

府
県
の
職
員
が
行
う
。』
と
し
て
い
る
。

果
た
し
て
日
高
山
脈
は
、
こ
の
と
お
り
国

立
公
園
に
及
ば
な
い
自
然
環
境
な
の
か
？

国
立
公
園
は
国
が
管
理
整
備
し
、
周
辺
自

治
体
に
は
環
境
省
の
自
然
保
護
官
事
務
所

が
設
置
さ
れ
る
。
知
名
度
は
国
立
公
園
の

ほ
う
が
断
然
高
く
、
現
在
以
上
の
自
然
保

護
体
制
と
経
済
効
果
が
見
込
ま
れ
る
。
し

幌尻岳と北カール
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か
し
指
定
は
地
元
の
要
望
が
欠
か
せ
な
い
」

　

講
演
会
＆
ス
ラ
イ
ド
上
映
会
で
は
、
北

海
道
自
然
保
護
協
会
前
会
長
で
専
修
大
学

北
海
道
短
期
大
学
名
誉
教
授
の
俵
浩
三
さ

ん
が
「
日
高
山
脈
と
夕
張
山
地
・
国
立
公

園
と
し
て
の
可
能
性
」
を
、
北
海
学
園
大

学
教
授
の
佐
藤
謙
さ
ん
が
「
日
高
山
脈
と

夕
張
山
地
の
植
生
」
を
、
北
海
道
大
学
総

合
博
物
館
資
料
部
研
究
員
の
在
田
一
則
さ

ん
が
「
日
高
山
脈
と
夕
張
山
地
の
生
い
立

ち
」
を
お
話
し
く
だ
さ
り
、
植
物
写
真
家

の
梅
沢
俊
さ
ん
が
日
高
山
脈
の
花
の
魅
力

に
つ
い
て
、
ス
ラ
イ
ド
を
上
映
し
な
が
ら

語
ら
れ
た
（
肩
書
き
・
役
職
は
い
ず
れ
も

当
時
）。

　

意
見
交
換
で
は
、
国
立
公
園
化
の
利
点

や
今
後
の
運
動
方
針
に
つ
い
て
の
議
論
が

交
わ
さ
れ
、
地
質
構
造
や
生
態
系
が
日
高

山
脈
と
深
く
か
か
わ
り
の
あ
る
夕
張
山
地

を
共
に
国
立
公
園
化
す
べ
き
と
い
う
提
案

が
あ
り
、
日
高
山
脈
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
と
ユ
ウ

パ
リ
コ
ザ
ク
ラ
の
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
道

内
の
山
岳
団
体
や
自
然
愛
好
団
体
に
呼
び

か
け
て
運
動
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た

が
、
国
定
公
園
管
理
者
の
北
海
道
庁
の
協

力
が
得
ら
れ
ず
、
結
局
、
国
立
公
園
化
の

運
動
は
下
火
と
な
っ
て
い
っ
た
。

そ
し
て
今
…

　

2
0
2
4
年
3
月
9
日
に
行
わ
れ
た

第
25
回
山
の
ト
イ
レ
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
ど
う

す
る
！
ど
う
な
る
？
日
高
山
脈
国
立
公
園

化
」
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
、
私

は
日
高
山
脈
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
事
務
局
長
と

し
て
、
日
本
山
岳
会
北
海
道
支
部
前
支
部

長
の
藤
木
さ
ん
と
と
も
に
登
壇
し
た
。
そ

こ
で
述
べ
た
私
の
意
見
は
「
野
営
地
指
定
」

「
ト
イ
レ
整
備
」「
焚
き
火
禁
止
」の
3
点
。

①
日
高
稜
線
に
野
営
指
定
地
を
設
定
せ
よ

　

野
営
地
は
登
山
計
画
に
基
づ
い
て
宿
泊

す
る
場
所
で
あ
り
、
緊
急
避
難
的
で
あ
る

ビ
バ
ー
ク
の
こ
と
を
論
議
す
る
必
要
は
無

い
。
日
高
山
脈
国
立
公
園
指
定
書
に
野
営

指
定
地
の
記
載
は
無
か
っ
た
。
現
行
の
国

定
公
園
下
で
は
野
営
指
定
地
が
無
い
の
で
、

登
山
者
の
増
加
と
共
に
、
高
山
植
物
を
踏

み
つ
け
、
石
を
除
去
し
、
整
地
し
て
、
野

営
地
が
勝
手
に
造
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
う

い
っ
た
場
所
に
は
ト
イ
レ
跡
が
少
な
か
ら

ず
あ
る
。
あ
る
意
味
「
無
法
地
帯
」
と
化

し
て
い
る
。

　

法
令
に
定
め
は
無
い
よ
う
な
の
で
、
日

高
ル
ー
ル
と
し
て
稜
線
上
や
樹
林
帯
で
は
、

植
生
へ
の
負
荷
を
最
小
限
と
し
た
上
で
、

水
場
無
し
、
小
規
模
分
散
型
の
野
営
指
定

地
を
定
め
、
排
泄
行
為
は
携
帯
ト
イ
レ
利

用
を
必
須
と
す
る
。
ま
た
い
く
つ
か
の
小

規
模
野
営
指
定
地
の
中
間
や
カ
ー
ル
な
ど

を
利
用
し
た
野
営
指
定
地
に
携
帯
ト
イ
レ

ブ
ー
ス
設
置
を
要
望
し
た
い
。

②
登
山
口
ト
イ
レ
設
置
と
山
中
で
の
携
帯

ト
イ
レ
利
用
推
進

　

日
高
山
脈
国
立
公
園
指
定
書
に
「
携

帯
ト
イ
レ
を
使
お
う
」
的
な
文
言
は
あ
っ

た
が
、
そ
の
器
に
関
す

る
文
言
は
一
切
無
か
っ

た
。
日
高
山
脈
主
峰
の

幌
尻
岳
の
登
山
者
の
多

く
は
道
外
か
ら
の
登
山

者
で
あ
る
。
そ
の
登
山

者
に
「
使
用
後
の
携
帯

ト
イ
レ
を
家
に
持
ち
帰

れ
！
」
と
い
う
こ
と
は

非
現
実
的
で
あ
る
。
大

雪
山
国
立
公
園
で
は
、

登
山
口
や
そ
の
近
く
に

ト
イ
レ
が
、
主
要
登
山

口
に
は
携
帯
ト
イ
レ
回
収
ボ
ッ
ク
ス
が
有

り
、
登
山
道
上
に
は
携
帯
ト
イ
レ
ブ
ー
ス

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
山
岳
国
立
公

園
と
な
る
日
高
山
脈
国
立
公
園
で
も
、
登

山
口
へ
の
ト
イ
レ
と
携
帯
ト
イ
レ
回
収
ボ
ッ

ク
ス
の
設
置
、
登
山
道
上
の
携
帯
ト
イ
レ

ブ
ー
ス
の
設
置
を
要
望
し
た
い
。
携
帯
ト

イ
レ
ブ
ー
ス
の
管
理
は
、
地
元
自
治
体
や

地
域
山
岳
会
に
加
え
、
広
く
登
山
愛
好
者

の
手
で
運
営
し
て
い
け
れ
ば
と
思
う
。

③
焚
き
火
禁
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
し
よ
う

　

日
高
山
脈
と
い
う
と
、
焚
き
火
と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
が
出
て
く
る
。
焚
き
火
容
認

派
が
よ
く
言
う
の
は
、
ヒ
グ
マ
対
策
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
七
ツ
沼
カ
ー
ル
で

は
ハ
イ
マ
ツ
を
燃
や
し
た
焚
き
火
跡
が
散

見
さ
れ
る
。
日
高
山
脈
は
今
も
国
定
公
園

に
指
定
さ
れ
て
い
て
国
立
公
園
と
同
様
の

自
然
保
護
法
に
よ
っ
て
人
間
行
為
が
規
制

さ
れ
て
い
る
。
ヒ
グ
マ
が
多
く
出
没

す
る
な
ら
、
そ
の
山
域
で
の
登
山
行

為
を
止
め
れ
ば
よ
い
。
山
は
人
間
だ

け
の
も
の
じ
ゃ
な
い
。
自
然
環
境
あ
っ

て
の
登
山
！
「
日
高
＝
焚
き
火
」
は
、

も
う
や
め
ま
せ
ん
か
？　

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
藤
木
前
支
部
長
が

日
高
の
魅
力
と
し
て
、
人
工
物
が
見

え
な
い
こ
と
と
言
わ
れ
て
い
た
。
そ
の

自
然
を
後
世
に
残
し
て
い
く
こ
と
も

公
益
社
団
法
人
と
し
て
の
日
本
山
岳

会
の
責
務
の
一
つ
だ
と
思
う
。

（
日
本
山
岳
会
北
海
道
支
部
役
員
・

日
高
町
在
住
）

＊
写
真
は
す
べ
て
筆
者
＝
髙
橋
健
撮
影

ハイマツを伐って燃やした七ツ沼カール焚き火跡▶


